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顔の見える能登の食材市場 
流通推進協議会 

２ 今月の生産者（Ｎｏ．１） 

１ 出荷に際しての注意事項 

◎お問い合わせはお近くの農協まで◎ 
ＪＡおおぞら本店   52-3813 ＪＡ内浦町     72-2678 ＪＡすずし中央支店 82-6400  
  〃   輪島支店 23-1220 ＪＡすずし営農経済センター     〃  宝立支店 84-1311  
  〃   穴水支店 52-1172           82-7505  
  〃   門前支店 42-0514   〃  西海支店 87-2014  
  〃   能都支店 62-2130   〃  日置支店 86-2211 奥能登農林総合事務所26-2323 
  〃   柳田支店 76-1236   〃  三崎支店 88-2041  珠洲農林事務所  82-3113 
ＪＡ町野町      32-1107   〃  正院支店 82-0409 

黄色の花芽が出てい
ると価格はつきにくい 

ここまでの虫食いは誰も
買いたくありません 

南瓜に白カビが発
生しやすい時期な
ので見落とさない
ように 

品質が良く、計画的に安定した出荷をしているの
で市場からの信頼度はバツグン！ 
 
すべての作業における基本的な考え方はTPM！
←下記参照 

南方 久美子 さん 
（珠洲市馬緤町） 

号外で紹介した「野ふうど」の 
7月メニューとして使われました ～南方さん流の顔見えのコツ～ 

（１） 実は最も手のかかる調整作業をいかに効率よくするかが出荷量を増やすコツ 
→ 前職でTPM（Total Productive Maintenance：あらゆるロスを未然防止する仕組みを各現場で構築し全部門に 
  わたって全員で行う活動）を徹底的にしていたので、作業の効率化に対する意識が高い！ 
→ 常に一連の流れを止めないように考えています。 
  例）箱に入れる新聞紙や袋へのシール張りは、雨の日など作業の合間に事前に作っておく など 
 

（２） 雨を最大限に活かすため、常に天気予報とにらめっこ 
→ 定植や播種という最も重要な作業（植えないと始まらない！）を遅れずにするよう気を付けています。南方さ 
  んの畑には水源がないので、週間予報の雨マークは毎日確認し、作業計画を立てています。 
 

（３） 「買う側」を常に考えています 
→ いつから、いつまで、何を、どれだけ出荷するかを出荷箱にお手紙を入れたり、市場の担当者に直接連絡し 
  たりしています。このことで、買う側は店で売る計画（売場の場所の確保や売る店舗など）が立てられます。 


